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日医発第３６３号（庶 49）  
                      平 成 １ ５ 年 ８ 月 ４ 日 

 
 
都道府県医師会会長   殿  
 
 
                        日  本  医  師  会  

                         会長  坪  井   栄  孝  
 
 

イラク復興医療支援について  
 
 
時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。  
  日本医師会では、３月２０日にイラクへの武力攻撃が開始された直後の第  
１０８回日本医師会定例代議員会において、「イラク戦争の即時終結を求める

決議」を全会一致で採択致しました。  
  幸い、戦争は短期間で終結しましたが、国民生活の全般に戦争がもたらした
傷跡は深く、イラク国民は極めて困難な日常生活を強いられております。去る

５月２０日（火）開催の都道府県医師会長協議会において、イラク戦争終結後

の対応について質疑があり、日本医師会としても人道的見地から現実的な支援

方法を早急に検討する旨の回答を申し上げ、ご賛同を得たところであります。 
  日本医師会は、これまでも災害及び戦後復興等に対して様々な支援活動を実
施してまいりましたが、今回はＮＧＯ（非政府組織）の協力を得て、より形の

見える直接的な支援を検討しております。  具体的には、ＮＧＯとして日本政
府の補助金、米英等外国政府や国際機関からの助成金を交付され、イラクでの

活動実績を持つ特定非営利活動法人ピース  ウィンズ・ジャパン（本部：東京、
統括責任者：大西健丞）と協議を重ねた結果、（別紙）の要領でイラク復興医

療支援事業を実施致します。  
  つきましては、本事業の趣旨にご賛同をいただき、事業実施に係る義援金募
集のため貴会及び貴会管下郡市区医師会のご協力について特段のご配慮を賜

りたくお願い申し上げます。  
  なお、本事業には日本歯科医師会、日本薬剤師会及び日本看護協会が共同で
参画するための話し合いが進んでいることを申し添えます。  



支援事業実施要領 
１  事業名  
「イラク復興医療支援事業」  

 
２  事業実施者  

 イラク復興支援全国医師会（以下「全国医師会」）（代表  坪  井   栄  孝） 
 
３  事業実施方法  
「全国医師会」は、厳しい現地事情の中にあって全国の会員の善意に  
よる医療支援事業が効果的に実施されるよう特定非営利活動法人ピース  
ウィンズ・ジャパン（以下「ＰＷＪ」）との周到な事前打合せを経て、以下の事  
業を日本医師会側との間で作成される計画書により着実に実施する。  
 
（1）現地において治療困難な難治性患者を日本医師会の協力で国内の医療機  

 関において治療  
（2）日本医師会の選定した指導医が現地スタッフ（専門医・看護婦・医療技  

 術者）に対し技術指導  
（3）資金提供  
   ①  医薬品購入  
   ②  医療機器購入  
   ③  巡回診療支援資金  
（4）現地で要請度が高く、確実に実用に供せる中古機器等の提供  
 
４  報告  
    「全国医師会」は、本事業の実施状況を日本医師会の機関紙（誌）にて報  
告する。  
 
５  義援金  
（1）目標金額   ５千万円  
（2）振込方法  
   ①  医師会又は会員個人単位の振込  
   ②  振込先  

  三井住友銀行  神田支店  
          口座番号：普通預金  ７９８６２４７  
          口  座  名：イラク復興支援全国医師会  代表  坪井栄孝  
                           振込口座名は、「イラク復興支援」と省略も可  
                          （手数料は各自ご負担願います）  

 ③  受付期間   平成１５年８月４日  ～  平成１５年９月３０日  

（別  紙）  


	name: 小郡三井医師会より　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　丸山　泉


